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Jörg Mager (1880-1939) composed « Die Flucht der Armen  » for narrator and quarter-tone 
harmonium. With this music, he published the book "Vierteltonmusik" around 1916. In this 
book, he presented his own opinions about the quarter-tone intervals and chords to compose 
new quarter-tone music. This paper examines how his opinions reflect in his « Die Flucht der 
Armen  » in terms of the quarter-tone chord composition.
ヨルク・マーガーの《貧民たちの逃走》に用いられた四分音和音
―四分音の響きの分析と和音構成―
Quarter-tone chords of Jörg Mager's « Die Flucht der Armen  » :




　ドイツの音楽家ヨルク・マーガー Jörg Mager（1880-1939）は、20 世紀初頭に新しい電子楽
器を生み出した楽器発明家として知られている。ドイツ南部のアイヒシュテットで生まれたマー










分音ハルモニウムのためのマーガーの作品《貧民たちの逃走 Die Flucht der Armen》が掲載されて
いる。四分音の響きに関するマーガーの見解については、先行研究においても部分的に紹介されて
1　Thomas Patteson. 2016. "The alchemy of tone: Jörg Mager and electric music." In Instruments for new music: sound, technolo-
gy, and modernism,  pp.52-81. Berkeley: University of California Press.
2　本著作には出版年が記されておらず、先行研究のなかでは出版年を 1915 年と表記している文献も存在するが、マーガーの
























































5　Mager ca.1916: 12. 表２に記載しているそれぞれの音程もマーガーが示しているものである。日本語訳は筆者による。
種類 音程 マーガーによる見解
1/4 音 c — desu 新しい、細かい音程
3/4 音 c — deso
２つの音の響きには c — d を思わせると同時に３度の性格が少し
ある、心地よい
5/4 音 c — do
２つの音の響きには反抗的で、解決に向かう切迫した、しっかり
とした特徴がある
7/4 音 c — eso
２つの音の響きは美しくなくはなく、ひしめいてくすぶっている、
長３度に似ている
9/4 音 c — eo
２つの音の響きはほんの少し不協和を作り、長３度を超える３度
として現れる
11/4 音 c — fo ２つの音の響きは不快で、ほぼ醜く不協和となる
13/4 音 c — fiso ２つの音の響きはより心地よく鳴り、たくましく快活である
15/4 音 c — go










Selbst auf dem Harmonium klang der Wohllaut des gleichen Akkords sehr verschieden 
je nach Tonlage und Register. Deshalb habe ich die meisten Akkorde meiner Akkordtabellen 
in zwei oder drei verschiedenen Lagen ausprobiert. In den höheren Lagen erklangen die 
Harmonien wesentlich milder und abgerundeter als in der Mittellage, manche Mehrklänge 















7　Mager ca.1916: 13. 表３～表６の日本語訳は筆者による。
17/4 音 c — giso
２つの音の響きは良い響きを持つが、それぞれの音は自立してい
て、融合されずに現れる
19/4 音 c — ao
２つの音の響きは良い響きを持ち、１オクターヴ上は７度の性格
があり、２オクターヴ上はとても良い
21/4 音 c — bo
２つの音の響きはとても快い響きを持ち、四分音がない場合より
も美しく、力強く向かう
23/4 音 c — ho ２つの音の響きは１オクターヴのように鳴る
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1. co — e — g：不快で、１オクターヴ上は耐えられる、２オクターヴ上はとても快適で
　　　　　　　 興味深い
2. c — eo — g：不快で、濁ってくすぶっている、１オクターヴ上は耐えられる、eo は４
　　　　　　　 度の性格を前面に出しながら鳴る
3. c — e — go：不快で、go は７度の性格を持つ、２オクターヴ上は輝かしく、甲高く
　　　　　　　 響く
4. co — eo — g：不快で、凍てついている、c — e — fis を思い出させる
5. c — eo — go：鈍く凍てついている、１オクターヴ上はより良く、金属的で力強い、
　　　　　　　 ２オクターヴ上は興味深く、蒼白さが際立つ
6. co — e — go：美しくなくはない、血の気がなくくすんでいる、自立している、１オ
　　　　　　　 クターヴ上はより不快で、２オクターヴ上は淡い短調のようになる
表３　マーガーによる長三和音（c — e — g）に四分音の変位を導入した和音に対する見解
1. co — es — g：とても風変わりで、動揺させる
2. c — eso — g：不快で、１オクターヴ上はよい響きを持つ、eso は e に解放を求める
3. c — es — go：使用できる、自立している、１オクターヴ上は良い、２オクターヴ上
　　　　　　　　はとても良い
4. co — eso — go：使用できる、１オクターヴ上は良い特性を持つ
5. c — eso — go：使用できる、ぼんやりとした特徴が際立つ、１オクターヴ上はぼんや
　　　　　　　　りとしていて、２オクターヴ上は解決を必要とする
6. co — es — go：憂鬱で、動揺させる、１オクターヴ上は良くない
表４　マーガーによる短三和音（c — es — g）に四分音の変位を導入した和音に対する見解
1. ciso — e — g：不快で、２オクターヴ上は悪くない
2. cis — eo — g：利用できる特性を持つ、１オクターヴ上はより良い、eo は e へ押し込
　　　　　　　　まれる
3. cis — e — go：不快で、１オクターヴ上は血の気がなく、くすんでいる、２オクター
　　　　　　　　ヴ上はとても良い
4. ciso — eo — g：良い、１オクターヴ上はよりぼんやりとしている、２オクターヴ上
　　　　　　　　はとても良く、cis — e — g へ特徴的な解決をもたらす
5. cis — eo — go：不快で、１オクターヴ上はより良い、２オクターヴ上はとても良い
6. ciso — e — go：興味深い特徴を持つ、１オクターヴ上はとても良い、２オクターヴ
　　　　　　　　上はとても良く、g — es — des を思い出させる
表５　マーガーによる減三和音（cis — e — g）に四分音の変位を導入した和音に対する見解
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1. co — e — gis：興味深く動揺させる、１オクターヴ上はより利用できる
2. c — eo — gis：美しくない、１オクターヴ上はより良い
3. c — e — giso：とても美しくない、１オクターヴ上はよい特徴を持つ、２オクターヴ
　　　　　　　　　上はとても良く、gis — dis — h に似ている
4. co — eo — gis：よい特徴を持つ、１オクターヴ上は美しくない、２オクターヴ上は
　　　　　　　　　 良い
5. c — eo — giso：不快で、１オクターヴ上はより良い、２オクターヴ上はとても良い
6. co — e — giso：動揺させ、憂鬱である、２オクターヴ上はとても良い
























　これらの和音は、いずれも四和音の形にまとめられる。第 2 小節の和音は ais — ciso — e — go
とまとめられ、このうち根音―第三音―第五音（ais — ciso — e）からなる三和音の音程構成は、根
音と第三音の関係が短３度＋1/4 音（ais — ciso）、第三音と第五音の関係が短３度－1/4 音（ciso 
— e）であり、表５の 2. にみられる cis — eo — g 型である（減三和音から派生したタイプの２番目
に示されていることから、これ以降「（減三―２）」と併記する）。この和音型は「利用できる特性を
もつ」ことが指摘されている。さらに、根音と第七音（ais — go）との音程関係は減７度＋1/4 音（19/4
音）であり、表２のマーガーの四分音音程についての見解によれば、19/4 音は良い響きを持っている。
このように、第 2 小節の和音はマーガーの四分音の実験の結果と関連づけて説明することができる。
　同様に、第 4 小節 (1) の和音は、giso — h — do — f とまとめられ、根音―第三音―第五音（giso 
— h — do）からなる三和音の音程構成は、根音と第三音の関係が短３度－1/4 音（giso — h）、第
三音と第五音の関係が短３度＋1/4 音（h — do）であり、表５の 6. にみられる ciso — e — go 型（減
三―６）である。この和音型は「興味深い特徴をもつ」ことが指摘されている。さらに、根音と第
七音（giso — f）との音程関係は減７度－1/4 音（17/4 音）であり、表２のマーガーの四分音音程
についての見解によれば、17/4 音は良い響きを持っている。
　第 11 小節 (1) の和音は、d — fis — ao — co とまとめられ、根音―第三音―第五音（d — fis — 
ao）からなる三和音の音程構成は、根音と第三音の関係が長３度（d — fis）、第三音と第五音の関係
が短３度＋1/4 音（fis — ao）であり、表３の 3. にみられる c — e — go 型（長三―３）である。こ
の和音型は不快であることが指摘されているが、根音と第七音（d — co）との音程関係は短７度＋




　第 22 小節の和音は、ciso — eo — go — b とまとめられ、根音―第三音―第五音（ciso — eo — 
go）からなる三和音の音程構成は、根音と第三音の関係が短３度（ciso — eo）、第三音と第五音の
関係も短３度（eo — go）であり、これは減三和音である。根音と第七音（ciso — b）との音程関係
は減７度－1/4 音（17/4 音）であり、表２のマーガーの四分音音程についての見解によれば、17/4
音は良い響きを持っている。
　第 23 小節 (3) の和音は、cis — eo — g — bo とまとめられ、根音―第三音―第五音（cis — eo — g）
からなる三和音の音程構成は、根音と第三音の関係が短３度＋1/4 音（cis — eo）、第三音と第五音




　第 25 小節 (1) の和音は、co — eso — go — b とまとめられ、根音―第三音―第五音（co — eso 
— go）からなる三和音の音程構成は、根音と第三音の関係が短３度（co — eso）、第三音と第五音
の関係も短３度（eso — go）であり、これは減三和音である。根音と第七音（co — b）との音程
関係は短７度－1/4 音（19/4 音）であり、表２のマーガーの四分音音程についての見解によれば、
19/4 音は良い響きを持っている。
　第 29 小節の和音は、eo — go — b — des とまとめられ、根音―第三音―第五音（eo — go — b）
からなる三和音の音程構成は、根音と第三音の関係が短３度（eo — go）、第三音と第五音の関係が
短３度－1/4 音（go — b）であり、表５の 4. にみられる ciso — eo — g 型（減三―４）である。こ
の和音の響きは「良い」とされている。さらに、根音と第七音（eo — des）との音程関係は減７度
－1/4 音（17/4 音）であり、表２のマーガーの四分音音程についての見解によれば、17/4 音は良
い響きを持っている。
　第 30 小節の和音は、co — es — geso — bo とまとめられ、根音―第三音―第五音（co — es — 
geso）からなる三和音の音程構成は、根音と第三音の関係が短３度－ 1/4 音（co — es）、第三音と
第五音の関係が短３度＋1/4 音（es — geso）であり、表５の 6. にみられる ciso — e — go 型（減
三―６）である。この和音型は興味深い特徴をもつ和音である。さらに、根音と第七音（co — bo）
との音程関係は短７度である。
　第 31 小節 (2) の和音は、eo — go — b — des とまとめられ、これは第 29 小節の和音と同じ構成
音となり、表５の 4. にみられる ciso — eo — g 型（減三―４）である。この和音の響きは「良い」
とされ、根音と第七音（eo — des）との音程関係は減７度－1/4 音（17/4 音）であり、この 17/4
音も良い響きを持つものである。
　第 32 小節の和音は、fiso — ao — c — es とまとめられ、根音―第三音―第五音（fiso — ao — c）
からなる三和音の音程構成は、根音と第三音の関係が短３度（fiso — ao）、第三音と第五音の関係が




－1/4 音（17/4 音）であり、17/4 音は良い響きを持つものである。
　第 33 小節の和音は、ho — d — f — aso とまとめられ、根音―第三音―第五音（ho — d — f）か
らなる三和音の音程構成は、根音と第三音の関係が短３度－1/4 音（ho — d）、第三音と第五音の関
係が短３度（d — f）であり、表５の 1. にみられる ciso — e — g 型（減三―１）である。この和音
型は基本的に不快であることが指摘されているが、根音と第七音（ho — aso）との音程関係は減７
度であり、四分音による音程を含んでいない。
　同様に第 34 小節 (1) の和音は、co — es — ges — bo とまとめられ、根音―第三音―第五音（co 
— es — ges）からなる三和音の音程構成は、根音と第三音の関係が短３度－1/4 音（co — es）、第
三音と第五音の関係が短３度（es — ges）であり、表５の 1. にみられる ciso — e — g 型（減三―１）
である。この和音型は基本的に不快であるとされているが、根音と第七音（co — bo）との音程関係
は短７度であり、四分音による音程を含んでいない。
　第 34 小節 (2) の和音は、ao — co — es — ges とまとめられ、根音―第三音―第五音（ao — co 
— es）からなる三和音の音程構成は、根音と第三音の関係が短３度（ao — co）、第三音と第五音の
関係が短３度－1/4 音（co — es）であり、表５の 4. にみられる ciso — eo — g 型（減三―４）である。
この和音の響きは「良い」とされている。さらに、根音と第七音（ao — ges）との音程関係は減７
度－1/4 音（17/4 音）であり、17/4 音は良い響きを持っている。
　第 35 小節の和音は、fiso — a — co — eso とまとめられ、根音―第三音―第五音（fiso — a — 
co）からなる三和音の音程構成は、根音と第三音の関係が短３度－1/4 音（fiso — a）、第三音と第
五音の関係が短３度＋1/4 音（a — co）であり、表５の 6. にみられる ciso — e — go 型（減三―６）
である。この和音型は興味深い特徴をもつ和音である。さらに、根音と第七音（fiso — eso）との音
程関係は短７度である。
　第 36 小節 (2) の和音は、fo — ao — c — eso とまとめられ、根音―第三音―第五音（fo — ao — c）
からなる三和音の音程構成は、根音と第三音の関係が長３度（fo — ao）、第三音と第五音の関係が
短３度－1/4 音（ao — c）であり、表３の 4. にみられる co — eo — g 型（長三―４）である。この
和音型は不快で凍てついていることが指摘されているが、根音と第七音（fo — eso）との音程関係は、
四分音音程ではない短７度である。
　第 37 小節 (2) の和音は、dis — fiso — ao — co とまとめられ、根音―第三音―第五音（dis — 
fiso — ao）からなる三和音の音程構成は、根音と第三音の関係が短３度＋1/4 音（dis — fiso）、第
三音と第五音の関係が短３度（fiso — ao）であり、表５の 5. にみられる cis — eo — go 型（減三―
５）である。この和音型は不快であることが指摘されているが、根音と第七音（dis — co）との音








小節 和音 〈根音―第三音―第五音〉の型 根音と第七音の関係
2 ais — ciso — e — go cis — eo — g 型（減三―２） 減７度＋1/4 音（19/4 音）
4 (1) giso — h — do — f ciso — e — go 型（減三―６） 減７度－1/4 音（17/4 音）
11 (1) d — fis — ao — co c — e — go 型（長三―３） 短７度＋1/4 音（21/4 音）
22 ciso — eo — go — b 減三和音 減７度－1/4 音（17/4 音）
23 (3) cis — eo — g — bo cis — eo — g 型（減三―２） 減７度＋1/4 音（19/4 音）
25 (1) co — eso — go — b 減三和音 短７度－1/4 音（19/4 音）
29 eo — go — b — des ciso — eo — g 型（減三―４） 減７度－1/4 音（17/4 音）
30 co — es — geso — bo ciso — e — go 型（減三―６） 短７度
31 (2) eo — go — b — des ciso — eo — g 型（減三―４） 減７度－1/4 音（17/4 音）
32 fiso — ao — c — es ciso — eo — g 型（減三―４） 減７度－1/4 音（17/4 音）
33 ho — d — f — aso ciso — e — g 型（減三―１） 減７度
34 (1) co — es — ges — bo ciso — e — g 型（減三―１） 短７度
34 (2) ao — co — es — ges ciso — eo — g 型（減三―４） 減７度－1/4 音（17/4 音）
35 fiso — a — co — eso ciso — e — go 型（減三―６） 減７度
36 (2) fo — ao — c — eso co — eo — g 型（長三―４） 短７度
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